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參 基本操作 

本製品の基本的な操作を説明しています。 

參 初期設定 

初めて電源を入れたときに表示される初期設定画面に 
従って、 Google アカウントの設定などを行います。 
Google アカウントの設定を行うと、 Google 社のアブ 
リケーシヨンを利用できます。また、 Gmail のメール 
アドレスが自動的に作成されます。 

參 メールの 設定 

E メール (@ ezweb . ne . jp ) を利用するために行いま 
す。初期設定を行うと自動的に E メールアドレスが決 
まりますが、 E メールアドレスは後から変更できます。 
拳 電話をかける 

電話のかけかたを説明しています。 

參 電話を受ける 

電話の受けかたを説明しています。 

• 連絡先をインポート/エクスポートする 

これまでお使いの au 電話から、連絡先データを移行 
します。 

• データを 閲覧 • 再生する 

画像や動画データの閲覧•再生方法を説明しています。 
• microSD メモリカードにパックアップする 

カメラで撮影した画像などのデータを microSD メモ 
リカードにパックアップします。 

參 電池消費を軽減する 

電池の消費を抑えるための設定について説明していま 
す。 


基本操作 


I 詳しい操作方法については、本体内で利用できる『取扱説 
明書』アプリケーションや au ホームページより『取扱説明 
■書 詳細版』をご参照<ださい。 



D 電源キー 

電源 ON 
〇を長押しします。 

画面ロック解除 

画面を上下左右にスワイプしま 

す。 

_アプリケーションアイコン 

タップするとアプリー覧画面を 
表示します。 

[^]バックキー 

タップすると1つ前の画面に戻ります。 


押すとホーム画面を表示します。 

- • [ r ^] メニューキ- 

タップすると利用できる機能 (メ 
ニュー）を表示します。 

►デ ィスブレイ（タッチパネル） 

直接指で触れて操作します。 

♦ステー タス八一 

本製品の現在のステータスと通知アイコンを表 
7 JT します。 



■ タッチパネルの操作方法 

指または付属の S ペンで操作してください。 

タップ 

画面に軽く触れて、すぐに指を離 
します。 


スライド 

画面内で表示しきれないときな 
ど、画面に軽く触れたまま、目的 
の方向へなぞります。 




ピンチ 

2本の指で画面に触れたまま指を開 
いた0 (ピンチアウト)、閉じた D 
(ピンチイン）します。 



ロングタッチ 

項目などに指を触れた状態を保ち 
ます。 



フリック（スワイプ） 

画面を指ですばや<上下左右に 
はらうように操作します。 



ドラッグ 

項目やアイコンを移動するときな 
ど、画面に軽く触れたまま目的の 
位置までなぞります。 



■ 項目を選択するには 



■ メニューを表示するには 

画面のメニューを表示する方法は、@をタップして表示す 
る方法と、入力欄や項目をロングタッチして表示する方法の 
2種類があ D ます。 


■ 文字入力方法 

文字を入力するには、文字入力欄をタップして文字入力用 
の キーボー ドを表示し、 キーボー ドの キーを タップします。 
ソフトウェアキーボード 

「 QWERTY キーボード」（□ーマ字入力)、「テンキー」（か 
な入力）の2?重類のキーボードを切り替えて使用できます。 
《 QWERTY キーボード》 《テンキー》 


「#」をタップ（表示されていない場合は、図の位置にあ 
るキーをロングタッチして<ださい）して表示されるメ 
ニューから「テンキー ^ QWERTY キーボード」をタップ 
すると、「テンキー」 「 QWERTY キーボード」を切り替え 
ることができます。 




■ 設定を切0替えるには 

設定項目の横にチェックボックスやラジオボタンまたは ON / 
OFF スイッチが表示されているときは、チェックボックスや 
ラジオボタンまたは ON / OFF スイッチをタップすることで設 
定のオン/オフを切り替えることができます。 


アイコン 

説明 

Q □ D 

設定がオンの状態です。 

mmm 

設定がオフの状態です。 


フリック入力 

「テンキー」キーボードの場合、キーに触れると下の 
画面のようにフリック入力で入力できる候補が表示さ 
れます。入力したい文字が表示されている方向にフ 
リックすると、文字が入力されます。 


《フリック入力画面》 


ihiei nm’ 


mmm 


フ」クこ® 


- キーに触れる 


» 左に回— 座 f — I ね I 右に 
フリック U 了 U フリック 
A 下に 
1 ®] フリック 


※標準フリック入力の場合。 


初期設定 


お買い上げ後、初めて本製品の電源を入れたときは、 
自動的に初期設定画面が表示されます。表示に従って 
設定を行って < ださい。 

※設定時の条件によっては、設定できる内容や画面表示が 
異なる場合があ D ます。 

■ STEP START 


拳「日本語」をタップ 
すると、使用する言 
語を変更できます。 


[次へ] 



■ STEP 1:無線 LAN (Wi-Fi®) 
機能の設定 

家庭内で構築した無線 LAN ( Wi - Fi ®) 環境や、外出 
先の公衆無線 LAN 環境を利用して、インターネット 
に接続できます。 

利用可能な Wi - Fi ® ネットワークが検出され、一覧表 
示されます。 

※パスワード（セキュリティキー）はアクセスポイント 
で設定されています。あらかじめご確認<ださい。 



※設定しない場合は キー）を入力 

[次へ] -[接続]—[次へ] 

• 接続するアクセスポイント機器が WPS の PIN コー 
ド方式に対応している場合は、手順1で固 — [WPS 
PIN エントリ]と操作し、アクセスポイント機器側 
で PIN コードを入力すると、 Wi - Fi ® ネツトワークに 


接続できます。 


I •接続するアクセスポイント機器が WPS のプッシュ 
ボタン方式に対応している場合は、手順1で 
[ WPS プッシュボタン]と操作し、アクセスポイン 
卜機器側で2分以内に WPS ボタンを押すと、 Wi - Fi ® 
ネットワークに接続できます。 


■ STEP 2 : 
基本の設定 



内容を確認—「私は、上記の 
条件を理解し同意します。」に 
チェックを入れる—「はい」/ 
「今はしない」を選択—[次へ] 



必要に応じて Samsung 
account の設定を行う 


■ STEP 3 : Google の設定 

Google アカウントの設定を行うと、 「 Gmail」、「Google Play 」、「 Google + J などの Google 社のアプリケーションを利用できます。また、 
Google アカウントで設定したユーザー名から、 Gmail のメールアドレス「(ユーザー名） @ gmaiLcom 」 が自動的に作成されます。 



[いいえ] [アカウントを作成] 

※既に Google アカウントを 
お持ちの場合は、「はい」を 
タップして<ださい。 


お客様の「姓」、「名」 任意の「ユーザー名」 パスワードを入力— 

を入力— [ 3 ] を入力— [□] [□] 

※入力したユーザー名が使用でき 
ない場合は、別のユーザー名を 
入力する画面が表示されます。 


[再設定 
オプションを 
セツトアップ] 


參手順2で「今は設定しない」を 
タップすると、 Google アカウ 
ントの設定を省略することがで 
きます（その場合、表示される 
画面に従って設定してくださ 
I / O 。後から Google アカウント 
を設定するには、ホーム画面で 
[設定] — 「一般」タブ 
-[アカウント]—[アカウン 
卜追加]— [ Google ] と操作し、 
表示される画面に従って設定し 
て < ださい。 



パスワードを忘れた場合 
の電話番号と予備のメ_ 
ルアドレスを入力— [□] 
どちらかだけの;リ]でも構いません。 



[今は設定しない] 

※ 「 Google + に参加する」を題尺 
した場合は、表示される画面に 
従って設定してください。 
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画面に表示されている 


文字列を入力— [□] 



必要に応じて、 
Google Play の 
購入設定を行〇 



※設定しなし鳩合は 
[後で行う] 
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お客様の「姓」、 
「名」を確認— 


〇] 


■ STEP 4 : 

セットアップ完了 

本製品を使用する準備が整 
い、セツトアップ完了画面が 
表示されます。 



Dropbox の設定を 
行う 



必要に応じてデパイス 
名称を変更—[完了] 

參「詳細を表示」をタツ 
プすると、本製品の 
主な機能について説 
明を見ることがでぎ 
ます。 


■ STEP 5 : au かんたん設定 

au ID や au Wi-Fi SPOT などの設定をまとめて行えます。 

au ID をご登録いただくと、 「 au スマートパス」や 「Google Play 」 に掲載されているアプリケーションの購入ができる 「 au かんたん決済」の利用をはじめとする、 
au 提供のさまざまなサービスがご利用になれます。本製品で au ID を新規作成するか、またはすでにお持ちの au ID を利用することもできます。 

參他のユーザーと重複する au ID は登録できません。 




[次へ] 


2 3 



[au ID を設定する] 



5 




セキユリテイパス 
ワードを入力 - [0 K ] 
初期値はご契約時にお客様が 
記入した 4 桁の暗証番号です。 



パスワードを設定—注意事 
項/利用規約を確認—[利 
用規約に同意して新規登録] 

※ au ID をすでに取得されている場合 
は 、 [au ID をお持ちの方はこちら] 



[OK ( au スマートパスへ）] 
※適®しなし鳩合は「設定はコチ 
ラ」をタップして、表示される画 
面に従って操作してください。 


完了画面が表示される 
※引き続き、「設定画面へ」を 
タップし、パスワードの再発 
行のために必要な情報の登録 
を行って < ださい。 



「生年月日」「秘密の質問」 


「答え」 を入力 —[ 入力完了 ] 
-[ 設定 ] 
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内容を確認して バックアップ^るに脚脚雛)/ 


[次へ] サービス駿链 H てチェック 

※上記と異なる画面が表示さを入れる—[同意じ G 欠へ] 
れたときは、表示される画面※パックアップしなし鳩合は 
に従って操作してください。 [次へ] 
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あんしんサービス№6 



災 s 時、紛失盗難時、故障時に役立つサービ 
スです。利用するサービスにチIックを入れ 


► 

1 スマ1■トフ^ . 1.. 9 



< 1同意して 次へ〉 


au ウィジェット / USMO 
を利用するには利用規約/ 
サービス概要を確認して 
チェックを入れる— 
[同意して次へ] 
※利用しない場合は[次へ] 


au 災害対策/紛失■盗 
msm (3 LM ) を利 
用するには利用規約/ 
サービス概要を確認して 
チェックを入れる— 
[同意して次へ] 


※利用しない場合は 
「次へ」をタップして手 
順16へ進んでください。 



内容を確認して[開始] 





[終了する] 


メールの設定 


■ E メールの初期設定をする 

E メール (@ ezweb . ne . jp ) のご利用には 、 LTE NET の 
お申し込みが必要です。ご購入時にお申し込みにならな 
かった方は、 au シヨップまたはお客さまセンターまでお 
問い合わせください。 

拳 au 電話からの機種変更の場合、初期設定を行〇と、 
以前ご使用の機種で利用していた E メールアドレス 
がそのまま継続されます。 




ホーム画面で 
[E メール] 


2 . I 



内容を確認— 
[接続する] 



參 「KDDI E メールアプリへ 
よ〇こそ！」画面が表示 
された場合は、内容を確 
認して「閉じる」をタツ 
プして <ださい。 


初期設定が完了し、 E メール 
アドレスが表示される— 
[閉じる] 



■ E メールアドレスを変更する 




暗証番号を入力 — 内容を確認— E メールアドレスを [0 K ] [閉じる] 

[送信] [承諾する] 入力—[送信] 


E メールアドレスを確認するには 



[E メール情報] 



■ PC メールについて 

普段パソコンなどで利用しているメールアカウン 
卜を本製品に設定し、パソコンと同じよ〇に本製 
品からメールを送受信できます。 

あらかじめご利用のサービスプ□バイダから設定 
に必要な情報を入手し、メールアカウントの設定 
を行つてください。 


■ E メールを バックアップする 

E メールを本体内のメモリまたは microSD メモリ 
力ードにパックアップできます。また、パックアップ 
したデータを E メールへ復元することもできます。 



電話をかける 




E メール設定画面で [パックアップ]- >[0 K ] 

[パックアップ. ※復元する場合は[メール 

復元] を復元] 



パックアツプ^る メー ルネ重 glj / フオ 
にチェックを入れる— [0 K ] 


參 microSD メモリカード 
が本製品に挿入されて 
いる場合は、データは 
microSD メモリカード 
内にパックアップされ 
ます。 


[電話] —電話番号を入力 



參通話履歴を利用して発信する場合は、手順2で「履 
歴 J タブをタップし、電話をかけたい相手の履歴を 
選択して、をタップします。 

au 電話から海外へ電話をかけるには 
( au 国際電話サービス） 

本製品からは、特別な手続きなしで国際電話をかけ 
ることができます。 

au 電話から海外へ電話をかけるには、電話番号入力 
画面で国際アクセスコード、国番号、市外局番' 相 
手の方の電話番号を入力し、「■誦 I をタップします。 
※市外局番が「0」で始まる場合は、「0」を除いて入力し 
てください（イタリア、モスクワの固定電話など一部 
例外もあ D ます)。 



電話を受ける 


■ 通話する 



着信画面で 「 D 」 を 通話が開始される 
表示される円の 
外までドラッグ/ 

スライド 



[通話を終了] 


參着信を拒否したい場合 
は、手順1で 「国」 を 
表示される円の外まで 
ドラツグ/スライドし 
ます。着信を拒否する 
と、発信元にガイダン 
スが流れます。 


連絡先をインポ _ 卜/エクスポートする 


これまでお使いの au 電話から、 microSD メモリカードや au Micro 1 C Card ( LTE ) を使って本製品に連絡先 
データを移行することができます。 

※これまでお使いの au 電話から、あらかじめ microSD メモリカードや au Micro 1 C Card ( LTE ) に連絡先データを保存して 
おいて < ださい。 



アブ U _ 覧画面で[連絡先] 



网 —[インポート/ 
ェクスポート] 


[ユーザーメモリ(本体)からイ 
ンポート]/ [外部 SD カー 
ドからインポート]/ [SIM 
カードからインポート] 


[デパイス]/同期 
中のアカウント 
※連絡先データがインポート 
されます。複数の連絡先 
データが保存されている場 
合は、手順5に進みます。 
※同期中のアカウントがな 
く 、連絡先データが複数あ 
る場合は、手順5に進みま 
す0 


參連絡先をエクスポートするには、手順3で「ユーザー 
メモリ(本体)にエクスポート」/「外部 SD 力ードに 
エクスポート」/ [SIM カードにエクスポート]をタツ 
プします。大切なデータを守るため、定期的にエク 
スポートすることをおすすめします。 


インポ ー トしたい連絡先データを選択— [ OK ] 

※ au Micro 1 C Card ( LTE ) からインポートする場合は、インポートした 
い連絡先データにチェックを入れ、「完了」をタップします。 


一夕を閲覧 • 再生する 


本体内のメモリや microSD メモリカードに保存した画 
像や動画データを閲覧 • 再生できます。 



表示したいデータを選択 
※動画を再生する場合は 
「18」をタップします。 


microSD メモリカードにバックアップする 


マイファイルを利用して、本体内のデータを microSD メモリカードにパックアップできます。 

※カテゴリー覧画面で「全て」をタップして表示される 「Device storage 」 は本体内のメモリ 、 「SD memory card 」 は microSD メモリカードを示しています。 


■例： カメラで撮影したデータをバックアップする 

1 2 nui—m, 3 II ■ 4 



• パックアップしたデータを本体内に戻す場合は、 
microSD メモリカード内のデータを元の場所にコ 
ピーします。 

• E メールを復元する場合は、 E メール設定画面で[パッ 
クアップ•復元]—[メールを復元] — 復元するメー 
ル種別をタップ— [ OK ]— 復元するパックアップデ ー 
夕にチェックを入れる— [ OK ]-> [追加保存]/ [上 
書き保存]— [ OK ] と操作します。 


アプリー覧画面で 
[samsungj — 

[マイファイル] 


[全て ]— [Device 
storage ] ― [ DCIM ] 
— [ Camera ] 


[アイテムを選択] 
— パックアップするデータに 
チェックを入れる 


■ 本体内の主なデータ保存場所 


[コピー] [SD memory card ] ^ 

保存するフオルダを選択—[ここに貼付] 
※ [SD memory card ] 

[フオルダ作成]と操作して、フォルダを 
作成することちできます。 


データの種類 

データ保存場所 

カメラで撮影したデータ 

/ storage / emulated / O / DCIM/Camera 

E メール 

(@ ezweb . ne . jp ) ^ 

受信メール 

/ storage / emulated / O / private / au / email / BU/RE 

送信済メール 

/ storage / emulated / O / private / au / email / BU/SE 

未送信メール 

/ storage / emulated / O / private / au / email / BU/DR 

受信メールで添付データを保存した場合 

/ storage / emulated / O / private / au / email/MyFolder 

受信メールで本文に挿入されている画像 
を保存した場合 （ D 絵文字を含む） 

/ storage / emulated / O / private / au / email/MyFolder 

ブラウザから保存した画像などのデータ 

/ storage / emulated / O/Download 


※ E メールアブリでデータが本体内にバックアップされた場合の保存場所です。 


電池消費を軽減する 


■ 省電力を設定する 

電池残量が少な<なったときに、自動的に省電カモー 
ドに移行するよ〇に設定します。 



ホーム画面で@ -> 
[設定]— 
「一般」タブ— 
[省電カモード] 


「省電カモード」の 
rH をタップして 
rUU にする—各機 
能にチェックを入れる 
/外す 













































































































































